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⑴ 第172号 栃木県老連だより 令和６年４月10日

桶田会長あいさつ

市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
さ
れ
る

市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
さ
れ
る

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

　
２
月
５
日（
月
）と
ち
ぎ
健
康
の
森
講
堂
に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
積
雪
に
よ
り
足
元
の
悪
い
な
か
、
県
内
各
市
町
老
連

か
ら
約
１
５
０
名
と
多
く
の
役
員
等
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
迎
え
、
そ
の
期
間
を
い
か

に
楽
し
く
、
健
康
で
過
ご
せ
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
仲
間
と
一
緒
に
笑
い
、
語
り
、
交
流
す
る
こ
と

で
〝
健
康
長
寿
〞
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
予
防
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
加
齢
に
よ
る
耳

の
機
能
の
衰
え
（
＝
加
齢
性
難
聴
）
は
、
う
つ
や
認
知
症
に
つ
な

が
る
要
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
進
行
し
た
場
合
、
フ
レ
イ
ル
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
『
難
聴
を
放
っ
て
お
く
と
認
知
症
に
な

り
や
す
い
？
〜
適
切
な
補
聴
器
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
予
防
を
！
』
と

題
し
、
補
聴
器
を
使
っ
て
脳
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
難

聴
に
よ
る
生
活
の
不
自
由
や
耳
鳴
り
の
症
状
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

で
注
目
さ
れ
て
い
る
『
宇
都
宮
方
式
聴
覚
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』
の
生
み
の
親
で
あ
る
済
生
会
宇
都
宮
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
主
任

診
療
科
長
・
聴
覚
セ
ン
タ
ー
長
の
新
田
清
一
氏
か
ら
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
加
齢
性
難
聴
と
認
知
症
の
関
係
性
や
、
正
し
い
補
聴
器
の
使
い

方
等
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
、
今
後
の
ク
ラ

ブ
活
動
の
発
展
に
つ
な
が
る
多
く
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
８
頁
に
続
く
）
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Ⅰ�　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
の「
メ
イ
ン
テ
ー

マ
」と「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第

52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」宣
言
事

項
の
実
践

１　

メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」（
平
成
26
年
度
～
）

〈
健
康
寿
命
〉

○�

健
康
寿
命
を
の
ば
し
、自
立
し
た
生
活
、

生
き
が
い
あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

○�

仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に
継

続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

○�

他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、安

全
・
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

○�

元
気
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
活
力
を

生
か
す
場
づ
く
り
・
機
会
づ
く
り
を
広

げ
ま
す
。

２　

宣
言
事
項
の
実
践

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
52
回
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
大
会
宣
言
の
実
践
に
努
め
ま
す
。

〈
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
52
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
〉

○�

健
康
長
寿
を
め
ざ
す「
健
康
活
動
」の

推
進

○�

暮
ら
し
を
見
守
る「
支
え
合
い
活
動
」

の
展
開

○�

高
齢
期
を
豊
か
に
す
る「
生
き
が
い
活

動
」の
充
実

○�

あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た「
地
域
貢

献
活
動
」の
推
進

○�

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る「
社
会
保

障
制
度
」の
確
立

Ⅱ　

全
国
的
な
取
り
組
み
の
重
点

１�　
「
能
登
半
島
地
震
災
害
救
援
拠
金
」

運
動
の
展
開

　

現
在
、
救
援
拠
金
運
動
を
展
開
し
て
お

り
、被
災
地
す
べ
て
の
高
齢
者
へ
の
励
ま
し

と
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

２�　
「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進

　

４
月
以
降「
地
域
共
生
社
会
」の
取
り

組
み
に
お
い
て
、包
括
的
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」

と「
認
知
症
基
本
法
」の
２
法
が
施
行
さ

れ
た
。

　

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、こ

の
両
法
の
趣
旨
や
理
念
を
踏
ま
え
、誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
、共
に
支
え
合
う「
地
域

共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
、次
の
重
要

課
題
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

⑴�

高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
仲
間
づ

く
り
活
動
の
展
開

⑵�

認
知
症
の
正
し
い
知
識
・
理
解
の
普
及

と
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
暮
ら

し
を
支
え
る
取
り
組
み

⑶�

関
係
団
体
等
と
連
携
し
た
生
活
課
題
・

地
域
課
題
へ
の
対
応

３�　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援

活
動
の
推
進

〈
健
康
づ
く
り
〉

◯�

健
康
を
保
持
・
推
進
す
る
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）予
防
活
動

〈
生
活
支
援
〉

◯�

友
愛
活
動
を
基
盤
と
し
た
幅
広
い
生

活
支
援
活
動

Ⅲ　

全
国
的
な
事
業
の
活
動
目
標

１�　

組
織
活
動
の
充
実
･
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進

⑴�

老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
や
有
用
性
へ
の

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
の
推
進

⑵�

健
康
づ
く
り
活
動
や
友
愛
活
動
な
ど

具
体
の
活
動
を
と
お
し
た
加
入
促
進

（
一
財
）
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

令
和
６
年
度 

事  

業  

計  

画

 　

栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
一
員

と
し
て
実
践
し
て
き
た
、
仲
間
づ
く
り
を
基
本
と
す
る
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
幅
広
い
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
や
次
世
代
育
成
支
援
、
地
域
の
再
構
築
等
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
人
生
１
０
０
年
時
代
、
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

１
．
新
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
推
進

　

❖
元
気
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
結
果
及
び
成
果
の
波
及

　

❖
市
町
老
連
補
助
金
「
新
た
な
ク
ラ
ブ
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
」
の
新
設

２
．
会
員
の
参
加
促
進

　

❖�

県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
大
会
、
ク
ラ
ブ
会
員
作
品
展
に

お
け
る
賞
品
や
参
加
賞
の
配
付
や
余
興
等
の
検
討

　

❖�

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
の
対
象
者
の
拡
大
（
リ
ー
ダ
ー
候
補
者
→
会
員
）
及
び

受
講
要
件
の
緩
和
（
３
日
間
受
講
→
１
日
の
受
講
も
可
）

３
．
広
報
活
動
の
充
実

　

❖
イ
ベ
ン
ト
及
び
行
事
等
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信

　

❖
地
域
活
動
や
成
功
事
例
等
の
積
極
的
な
取
材

４
．
財
政
縮
減
等
へ
の
対
応
（
分
担
金
収
入
の
減
、
参
加
賞
等
経
費
の
捻
出
）

　

❖
「
県
老
連
だ
よ
り
」
の
外
部
委
託
の
検
討
（
継
続
）

　

❖
各
種
事
業
の
効
果
的
な
予
算
執
行
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⑶�

高
年
、女
性
、若
手
会
員
の
個
別
・
連

携
し
た
活
動
の
推
進
等

２�　

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
に
資
す
る「
全
国
三
大
運
動
の

推
進
」

⑴�

健
康
活
動　

⑵
友
愛
活
動　

⑶
奉
仕

活
動

３�　

制
度
・
政
策
、高
齢
者
に
係
る
課
題

等
の
学
習
・
実
践

４�　

会
員
の
安
全
対
策
と
連
帯
意
識
の

高
揚

Ⅳ�　

栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
け

る
大
会
宣
言
の
実
践

○�

健
康
で
自
立
し
た
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

○�

魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
と
会

員
増
強
運
動
を
推
進
し
ま
す

○�

フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
運
動
と
生
活

支
援
活
動
を
推
進
し
ま
す

○�

元
気
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
等
を
生
か

す
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す

○�

他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

１�　

健
康
で
自
立
し
た
、生
き
が
い
の
あ

る
生
活
の
実
現

⑴�

県
老
連
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

　

�

県
内
３
ブ
ロ
ッ
ク（
県
央
・
県
南
・
県
北
）

　

�

令
和
６
年
６
月
～
令
和
６
年
７
月（
予

定
）

⑵
県
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

�

令
和
６
年
10
月
23
日（
水
）カ
ン
セ
キ

ス
タ
ジ
ア
ム
と
ち
ぎ
多
目
的
広
場

⑶�

第
27
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク

ル
活
動
発
表
大
会

　

�

令
和
６
年
８
月
６
日（
火
）宇
都
宮
市

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

⑷�

第
38
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
作

品
展

　

�

令
和
６
年
８
月
27
日（
火
）～
８
月
29

日（
木
）宇
都
宮
市
文
化
会
館
展
示
室

２�　

魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
と

会
員
増
強
運
動
の
推
進

⑴�
会
員
増
強
運
動
の
推
進

⑵
新
た
な
ク
ラ
ブ
づ
く
り
へ
の
支
援

　

�

元
気
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
モ
デ
ル
事
業

の
検
証
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果（
活
動

の
進
め
方
や
課
題
解
決
の
方
法
等
）等

を
参
考
に
、新
た
に
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ

づ
く
り
に
取
り
組
む
市
町
老
連
を
支

援
し
ま
す
。

　

�〔
助
成
金
額
〕１
市
町
老
連
当
た
り

２
万
５
千
円

⑶
第
38
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

�

令
和
６
年
９
月
４
日（
水
）宇
都
宮
市

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

⑷
優
秀
活
動
団
体
表
彰
の
実
施

⑸
全
老
連
等
の
研
修
会
へ
の
参
加

⑹�

市
町
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
・
若
手

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の
支
援

⑺�

市
町
老
連
及
び
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
女
性
役
員
の
登
用
促
進

⑻
女
性
部
会
の
育
成
強
化

　

�〔
女
性
部
会
〕令
和
６
年
６
月
11
日（
火
）

と
ち
ぎ
健
康
の
森
大
会
議
室

⑼�

市
町
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
へ
の
支
援

３�　

フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
活
動
と
生

活
支
援
活
動
の
推
進

⑴�

サ
ロ
ン
活
動
の
推
進

⑵�

高
齢
者
相
互
支
援（
友
愛
）活
動
へ
の

支
援

⑶「
社
会
奉
仕
の
日
」事
業
の
推
進

４�　

元
気
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
等
を
生

か
す
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す

５�　

他
世
代
や
団
体
と
連
携
し
た
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

⑴�

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

⑵
報
道
機
関
等
へ
の
情
報
提
供

⑶
多
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
へ
の
支
援

⑷
交
通
安
全
運
動
の
推
進

⑸�

老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止

の
推
進

⑹
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
の
推
進

Ⅴ　

県
老
連
の
組
織
体
制
の
充
実

１　

諸
会
議
の
開
催

２　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動
の
推
進

⑴�

県
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
効
利
用

⑵�「
栃
木
県
老
連
だ
よ
り
」の
発
行（
外
部

委
託
に
つ
い
て
継
続
検
討
）

⑶
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

３　

財
政
の
健
全
化

⑴�

老
人
ク
ラ
ブ
関
係
予
算
の
確
保

⑵�

正
会
員
数
、賛
助
会
員
数
の
増
強

⑶�「
県
老
連
だ
よ
り
」の
外
部
委
託
の
検

討
等

Ⅵ�　

と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ

ン
タ
ー（
ぷ
ら
っ
と
）の
運
営

　

活
動
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
、そ
の
知

識
と
経
験
を
活
か
し
て
地
域
社
会
の
支

え
手
と
な
り
、健
康
で
意
欲
を
持
ち
な
が

ら
生
涯
を
お
く
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯

現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、高
齢

者
の
多
岐
に
わ
た
る
社
会
参
加
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
相
談
窓
口
を
は
じ
め
と
す

る
、高
齢
者
が
地
域
の
人
材
と
し
て
活
躍

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

１　

相
談
業
務

２　

シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３�　

栃
木
県
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

の
推
進

⑴�

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

⑵�

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

４�　

や
っ
て
み
っ
ぺ
い
ち
ご
隊
の
登
録

推
進

５�　

シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
相
談
窓
口
設

置
支
援

６�　

元
気
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
モ
デ
ル
事
業

７　
「
ぷ
ら
っ
と
通
信
」の
配
信
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私
た
ち
の
御
幸
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
は
、
５
単
位
ク
ラ
ブ
で

構
成
さ
れ
健
康
で
長
寿
を
目
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
系
活
動
と

し
て
輪
投
げ
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
、
歩
け
歩
け
大
会
と
運

動
会
を
開
催
し
、
文
化
系
活
動
と
し

て
外
部
講
師
を
招
い
て
出
前
講
座
を

年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
区
の
御
幸
小
学
校
を
中
心
と
し
た

行
事（
夏
祭
り・文
化
祭
や
コ
ン
サ
ー

ト
）
に
参
加
し
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
宇
老
連
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
、
元
気
で
過
ご
せ

る
身
体
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
運
動
会
を
４
年
ぶ
り
に
御
幸
小
学

校
体
育
館
に
て
開
催
で
き
ま
し
た
。

今
回
か
ら
新
し
い
試
み
と
し
て
単
位

ク
ラ
ブ
対
抗
で
な
く
、
参
加
者
が
自

由
に
紅
白
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

競
技
を
行
い
ま
し
た
。
安
全
性
を
第

一
に
走
ら
な
い
競
技
７
種
目
が
全
て

新
し
い
試
み
で
し
た
が
、
全
員
の
協

力
で
楽
し
く
競
技
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
魅
力
あ
る
活
動
を
考
え
、

会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
連
合

会
で
は

実
に
５
年

ぶ
り
と
な

る
「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ

シ
ル
バ
ー

エ
イ
ジ
演

芸
大
会
」

を
１
月
に

開
催
す
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
単
位
ク
ラ
ブ

や
こ
れ
ま
で
出
演
さ
れ
て
い
た
団
体

の
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ

た
状
況
の
中
、
12
団
体
の
方
た
ち
が

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
発
表
し
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
浴
び
る
歓
び
を
感
じ
ら
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
演
芸
大
会
で
は
他
団
体
の

発
表
に
客
席
か
ら
「
イ
イ
ネ
！
」
を

送
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
「
楽
し
い
」

を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
１
月
か
ら
佐
野
市

役
所
と
協
力
し
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

員
な
ど
を
対
象
と
し
た
シ
ニ
ア
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
の
格
差
の
是

正
）
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
多
種
多
様
な
情
報
が
あ
ふ
れ

る
昨
今
、
会
の
仲
間
が
安
全
に
自

身
の
力
で
市
政
情
報
や
生
活
利
便
情

報
な
ど
を
収
集
す
る
こ
と
や
、
収
集

し
た
情
報
を
会
の
活
動
に
活
か
し
た

り
、
会
の
仲
間
、
地
域
の
方
た
ち
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

御
幸
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
活
動
紹
介

シ
ニ
ア
デ
ビ
ュ
ー
へ
向
け
た
活
動
！

宇
都
宮
市
御
幸
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会　
　
　
　

　
会
長　

南　
木　
栄　
弘

佐
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　

　
会
長　

新　
井　
清　
司
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私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
以
前

か
ら
毎
年
子
供
た
ち
へ
昔
遊
び
の
伝

承
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
、
し
ば
ら
く
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
感
染
が
落
ち
着
い
た
こ
と

か
ら
、
阿
久
津
小
学
校
か
ら
依
頼
が

あ
り
４
年
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。

　
中
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
北
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
、
宝
石
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
３
ク
ラ
ブ
か
ら
20
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
一
年
生
の
一
組
と
二
組
を
30
名
ず

つ
分
け
「
め
ん
こ
」「
あ
や
と
り
」
「
ヨ
ー
ヨ
ー
」「
け
ん
玉
」「
コ
マ
回
し
」

「
お
手
玉
」
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分

か
れ
、
遊
び
を
教
え
る
と
い
う
よ
り

幼
い
頃
を
思
い
出
し
、
子
供
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
み
、
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
子
供
た
ち
の
今
の
遊
び
は
、
ゲ
ー

ム
が
主
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

体
を
使
っ
た
昔
の
遊
び
も
楽
し
く
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
子
供
た
ち
か
ら
、「
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
い
ろ

い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ

た
」
と
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

芳
賀
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
現
在
11
ク
ラ
ブ
、
３
１
１
名
で

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
県
老
連
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
学
童
ク
ラ
ブ
と
の

世
代
間
交
流
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
近
隣
道
路
に

設
置
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

清
掃
と
、
玄
関
前
に
置
い
た
プ
ラ
ン

タ
ー
の
花
の
世
話
を
月
に
１
回
実
施

し
、
長
期
休
み
に
は
昔
遊
び
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
は
、
会
員
手
作

り
の
お
手
玉
や
折
り
紙
、
か

る
た
な
ど
の
昔
遊
び
に
加
え
、

輪
投
げ
も
一
緒
に
行
い
ま
し

た
。
特
に
人
気
だ
っ
た
の
は

輪
投
げ
で
す
。
本
会
は
健
康

づ
く
り
を
推
奨
し
、
ス
ポ
ー

ツ
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

輪
投
げ
の
教
え
方
も
本
格
的

で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
上
手

に
な
る
た
め
一
生
懸
命
に
話

を
聞
い
て
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
冬
休
み
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
一
緒
に
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
握
る
ク
ラ
ブ
に
戸
惑

い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
慣
れ
て

く
る
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
子
も
出

て
き
て
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

暖
か
い
時
季
に
な
っ
た
ら
、
会
員
手

作
り
の
竹
馬
で
遊
ぶ
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
お
互
い
さ
ま
」
の

地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
、
世
代

間
交
流
事
業
を
続
け
る
こ
と
で
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
活
躍
を
周
知
し
て
い
き
ま

す
。

世
代
間
交
流
事
業
で
み
ん
な
が
元
気
！

子
供
た
ち
へ
の
昔
遊
び
伝
承

芳
賀
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　

　
会
長　

塩　
田　
富　
夫

高
根
沢
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
　
　
　

　
会
長　

仙　
波　
清　
之
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鹿
沼
市
老
連
で
は
、
高
齢
や
病
気
等
に
よ
り
、
退
会

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
仲
間
と
い
つ
ま
で
も
「
つ
な
が
り
」

続
け
る
「
生
涯
会
員
制
度
」
を
令
和
３
年
に
創
設
し
て

以
降
、「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
鹿
沼
市
民
大
学
」
や
「
何

で
も
相
談
室
」
の
開
設
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
状
況
及
び
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

鹿
沼
市
老
連
で
は
、「
生
涯
会
員
制
度
」
を
は
じ
め
、

次
々
に
新
た
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
取
り

組
み
に
対
す
る
考
え
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

武
藤
会
長

　

会
長
の
業
務
の
半
分
は
、

人
材
の
発
掘
と
育
成
と
位
置

付
け
て
お
り
、
私
が
業
務
に

専
念
で
き
る
よ
う
、
会
長
の

業
務
を
副
会
長
や
事
務
局
長

（
前
会
長
）
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■ 

寺
﨑
副
会
長

　

将
来
、
現
在
よ
り
も
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
社
会
を

動
か
せ
る
、
柔
軟
な
活
動
が
で
き
る
組
織
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ブ

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
材
の
発
掘
と
育
成
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
人
が
集
ま
っ
て
く
る
と
こ
ろ
と
い

う
の
は
、「
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
」、「
楽
し
い
と
こ
ろ
」、

「
自
分
の
た
め
に
な
る
と
こ
ろ
」
で
す
。
だ
か
ら
、
ク
ラ

ブ
の
中
に
そ
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
ど
こ
か
ら
湧
い
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■ 

寺
﨑
副
会
長

　

そ
れ
は
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
直
面
し
て
い
る
会
員
減
や

役
員
の
な
り
手
不
足
等
の
課
題
に
対
応
せ
ず
、
見
過
ご

し
て
き
て
し
ま
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
反
省
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
気
付
き
」、「
行
動
（
考

動
）
す
る
」
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
ら
た
め
て
「
生
涯
会
員
制
度
」
の
創
設
ま
で
の
経

緯
や
現
状
等
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

■ 

鈴
木
事
務
局
長

　
10
％
会
員
増
強
を
目
指
し

ま
し
た
が
、
成
果
が
上
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
取
り
組
み
で
、
孤
立
し

て
孤
独
に
な
っ
て
い
る
会
員

が
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
つ
な
が
り
続
け
ら
れ
る
方
法

を
制
度
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
創
設
し
ま
し
た
。
令

和
６
年
１
月
末
現
在
、
生
涯
会
員
は
、
２
２
３
名
（
男

性
90
、
女
性
１
３
３
）
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

■ 

寺
﨑
副
会
長

　

訪
問
す
る
と
き
は
、
生
涯
会
員
の
方
と
知
り
合
い
の

人
が
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
ま
た
、
○

○
ご
ろ
来
る
よ
。」
と
言
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
が

喜
び
に
な
り
ま
す
。
施
設
に
入
所
し
て
い
て
も
会
報
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
鹿
沼
市
民
大
学
」
や
「
何

で
も
相
談
室
」
は
い
か
が
で
す
か
。

■ 

寺
﨑
副
会
長

　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

鹿
沼
市
民
大
学
」
は
、
鹿

沼
市
全
体
で
開
催
す
る
も
の

と
、
各
協
議
会
で
開
催
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
情
報
誌
へ
の
掲
載
や
、
自
治
会
へ

案
内
す
る
な
ど
周
知
を
し
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
高
齢
者

も
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
い
な
い
高
齢
者
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
す
ご
い

な
ぁ
、
入
っ
て
み
た
い
な
ぁ
、
と
思
え
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■ 

武
藤
会
長

　
「
何
で
も
相
談
室
」
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
か
し

こ
ま
ら
ず
に
話
し
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ブ
の
実
態
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
今
後
は
、
こ
こ
に
来

て
い
な
い
人
た
ち
に
も
、
こ
こ
で
や
れ
て
い
る
こ
と
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

根
っ
こ
は
人
材
発
掘
と
育
成
！

〜 

鹿
沼
市
老
連
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

〜
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TEL 029-265-8250
FAX 029-265-5200

●常連のお客様の多い宿です。四季折々の旅情を、新鮮な磯料理と共に
　お楽しみください。
●エレベーターはありませんが、階段はきつくないです。

敬老会様（お一人様）◆海水浴場まで約30ｍ
◆客　室  9室（全室バス・トイレ付）
◆宴会場  48畳（堀ごたつ）

◆カラオケサービス
◆刺身、舟盛り

〈茨城県ひたちなか市阿字ケ浦町5番地〉

阿字ケ浦   

１泊２日（２食） 12,100円より（税込）

きれいな客室ときれいな宴会場　おいしい料理
バスの無料送迎を行っております。15名様以上でお申し込みください。詳しくはお電話にてご相談ください。

ご宴会時、お酒又はジュース
どちらか１本サービス

体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
若
手
後
継
者
の
育
成
や
柔

軟
な
事
業
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

■ 
武
藤
会
長

　
そ
こ
が
課
題
で
、
執
行
部
は
協
力
的
で
円
滑
な
運
営
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
が
、
若
手
が
入
っ
て
こ
な
い
。
そ
の
た
め
、
若

手
会
員
の
加
入
促
進
も
視
野
に
入
れ
て
、
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
、
地
域
と
の
交
流
も
は
じ
め
ま
し
た
。
数
人
で
す
が
会
員
に

な
る
方
も
出
て
き
ま
し
た
。

■ 

鈴
木
事
務
局
長

　

女
性
部
で
は
、「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
楽
し
く
集
ま
れ
る
場
を
作
り
た
か
っ
た
の
で
、
設

立
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
踊
り
で
も
、
体
操
で
も
、
何

を
や
っ
て
も
よ
い
の
で
、
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
ラ
ブ
が
な
い
地
域
か
ら
も
参
加
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
そ
の
地
域
の
会
長
に
な
っ
て
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
や
他
の
市
町
老
連
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

武
藤
会
長

　
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
に
ク
ラ
ブ
を
健
全
な
体
質
に
す

る
か
、
そ
の
た
め
に
は
会
員
を
増
や
し
、
人
材
を
育
て
て
い
く

こ
と
、
そ
の
下
地
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ク

ラ
ブ
を
取
り
巻
く
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
過
ご
す

こ
と
な
く
、
気
付
い
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

左から、寺﨑副会長、武藤会長、鈴木事務局長

❖
取
材
を
振
り
返
っ
て

�　
取
材
を
通
し
て
強
く
感
じ
た
の
は
、
会
長
を
は
じ
め
、

役
員
の
皆
さ
ん
が
、
同
じ
考
え
を
持
ち
、
役
割
分
担
を

し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
月
４
月
１
日
に
は
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、「
孤
独
・
孤
立
に
悩

む
人
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
」、「
相
互
に
支

え
合
い
、人
と
人
と
の
『
つ
な
が
り
』
が
生
ま
れ
る
社
会
」

を
目
指
す
も
の
で
す
。「
下
地
づ
く
り
（
畑
を
耕
し
、
肥

料
を
施
し
、
タ
ネ
を
蒔
き
、
水
を
ま
く
）」
を
続
け
る
鹿

沼
市
老
連
の
取
り
組
み
は
、
地
域
支
え
合
い
体
制
の
実

現
と
併
せ
、
き
っ
と
、
多
く
の
収
穫
が
得
ら
れ
る
と
思

い
ま
し
た
。�
〔
聞
き
手
〕
薄
井
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元気シニアの地域活動への参加を応援します！
～栃木県シニアサポーター養成研修・フォローアップ研修～

　栃木県シニアサポーターは、シニア世代の様々な社会参加を促進するために、市町からの推薦によ
り、栃木県知事が委嘱した方です。
　シニアサポーターの主な役割は、身近なシニアへの社会参加の「呼びかけ（きっかけづくり）」です。
具体的には、シニアの社会参加に関する情報(市町や老人クラブ、ボランティア団体等のイベントや講
演会、セミナーなど)の発信や相手の興味や希望に合った支援機関の紹介などです。現在、56名
(R6.2.29現在)のシニアサポーターの方に、ご協力いただいています。

栃木県シニアサポーターとは

　フォローアップ研修では、「やりたい活動を計画しよう」と題して、（特非）全国コミュニティライフサポート
センター理事長の池田昌弘氏から講話をいただいた後、グループ演習を行いました。
　講師からはサポーターが今後も活動するにあたり、シニアが好きなこと、楽しいこと、できることをやること
が「生きている意欲につながる」等、多くのアドバイスをいただきました。参加した方々の活動への熱意が強く
伝わってくる素晴らしい研修でした!!

　養成研修では、サポーターの目的と役割を理解するため、県高齢対策課及びとちぎ生涯現役シニア応援セン
ター「ぷらっと」からの説明と、積極的にサポーター活動に取り組んでいる4名の方々（宇都宮市：肥後高伸氏・
下野市：佐藤善行氏・塩谷町：小原澤佐代子氏、手塚育子氏）から具体的な活動事例の発表がありました。
　また、（特非）全国コミュニティライフサポートセンター理事長の池田昌弘氏から、「地域でのつながりと支
え合い～地域活動のポイント」と題して、たくさんの事例紹介とともに講話をいただきました。その後のグルー
プ演習では、具体的な活動につなげていくための意見をまとめ、発表しました。サポーターの大変熱心な姿勢
に、今後の積極的な活動を大いに期待したいと思います!!

⑼ 第172号 栃木県老連だより 令和６年４月10日

難
聴
と
認
知
症
の
関
係

　

耳
か
ら
聞
こ
え
た
情
報
は
脳
へ
伝
わ
っ

て
い
る
が
、
聞
こ
え
に
く
く
な
る
こ
と

で
、
神
経
の
回
路
を
使
わ
な
く
な
り
、
脳

の
活
動
が
鈍
く
な
る
。
難
聴
が
き
っ
か
け

で
、
社
会
的
孤
立
や
う
つ
病
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
に
よ
り
、
認
知
機
能

の
低
下
に
つ
な
が
り
、
認
知
症
の
発
症
や

進
行
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

難
聴
と
は
？

◆
伝
音
難
聴
…
外
耳
や
中
耳
の
音
を
伝
え

る
部
分
の
障
害
に
よ
り
起
こ
る
難
聴
。
耳

垢
、
中
耳
炎
等
が
該
当
す
る
。
治
療
に
よ

り
改
善
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

◆
感
音
難
聴
…
内
耳
や
内
耳
よ
り
奥
の
聞

こ
え
に
関
す
る
神
経
の
障
害
に
よ
り
起
こ

る
難
聴
。
加
齢
性
難
聴
等
が
該
当
す
る
。

治
療
は
困
難
。

　

聞
こ
え
に
く
い
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は

耳
鼻
咽
喉
科
で
診
察

を
受
け
て
、
難
聴
の

原
因
を
確
認
す
る
。

治
療
が
困
難
で
難
聴

が
治
ら
な
い
場
合

は
、
補
聴
器
の
適
応
を
検
討
す
る
。

補
聴
器
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

⃝

両
耳
か
片
耳
に
難
聴
が
あ
る
と
診
断
さ

れ
た
と
き

⃝

難
聴
に
よ
る
不
自
由
が
あ
り
、
改
善
さ

せ
た
い
と
い
う
意
志
が
あ
る
と
き

　

一
対
一
の
会
話
で
相
手
の
声
が
聞
こ
え

に
く
く
、
聞
き
返
す
こ
と
が
多
い
場
合

は
、
早
め
に
補
聴
器
が
必
要
。

た
だ
補
聴
器
を
つ
け
る
だ
け
で
は
だ

め
？
補
聴
器
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
？

　

装
用
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
聞
き
取
れ
な

い
の
が
補
聴
器
。
難
聴
に
よ
り
脳
に
音
が

届
き
に
く
く
な
っ
た
「
難
聴
の
脳
」
は
、

音
に
よ
る
刺
激
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
補
聴
器
を
つ
け
る
際
は
、
聞
き
取
り

に
十
分
な
大
き
さ
ま
で
少
し
ず
つ
音
を
大

き
く
し
て
い
き
、
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
。
常

時
装
用
を
継
続
す
れ

ば
、
脳
が
変
わ
り
不

快
感
も
減
少
す
る
。

補
聴
器
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
最
も
大
切
な

こ
と

⃝

常
時
装
用
す
る
こ
と
（
朝
起
き
て
か
ら

寝
る
ま
で
）

⃝

３
ヵ
月
続
け
る
こ
と

　

最
初
の
１
ヵ
月
は
、
最
も
音
が
う
る
さ

く
不
快
感
が
あ
り
辛
く
な
る
が
、
焦
ら
ず

に
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
。

ど
ん
な
補
聴
器
が
い
い
の
？

　

１
台
10
～
15
万
円
の
耳
か
け
型
と
イ
ヤ

モ
ー
ル
ド
（
耳
栓
）
の
補
聴
器
が
お
す
す

め
。
耳
栓
が
自
分
の
耳
の
形
に
合
っ
て
い

な
い
と
ハ
ウ
リ
ン
グ
の
原
因
に
な
る
。
体

重
で
耳
の
穴
は
変
化

す
る
た
め
、
自
分

の
耳
に
合
っ
た
イ
ヤ

モ
ー
ル
ド
で
さ
ら
に

効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
図
る
。

補
聴
器
と
集
音
器
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
！

　

補
聴
器
は
医
療
機
器
だ
が
、
集
音
器
は

家
電
製
品
で
、
聞
こ
え
に
関
す
る
効
果
や

安
全
性
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
集
音
器

は
難
聴
者
が
補
聴
目
的
で
使
用
す
る
た
め

の
商
品
で
は
な
い
た
め
、
注
意
し
て
も
ら

い
た
い
。

　

今
回
の
研
修
会
で
、
〝
補
聴
器
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
〟
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
耳
に
す

る
方
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
補
聴
器

に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
さ
れ
る
（
続
き
）

新田清一氏

『
難
聴
を
放
っ
て
お
く
と
認
知
症
に
な
り
や
す
い
？

　
　
　
　
　
～
適
切
な
補
聴
器
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
予
防
を
！
』

　
　
　
済
生
会
宇
都
宮
病
院　
耳
鼻
咽
喉
科

主
任
診
療
科
長・聴
覚
セ
ン
タ
ー
長　

新 

田  

清 

一 

氏
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第172号 ⑽栃木県老連だより令和６年４月10日⑾ 第172号 栃木県老連だより 令和６年４月10日

あんこう鍋・さしみ盛合せあんこう鍋・さしみ盛合せ

各1,600円増（1人あたり）（税込）

12,800 円（税込）

※当日出発は12：30頃です。
（翌日現地到着15：30頃です）
※当日出発は12：30頃です。
（翌日現地到着15：30頃です）
★酒列磯前神社まで徒歩１分
★国営ひたち海浜公園まで車で５分
★那珂湊おさかな市場まで車で８分

（15名様以上）

おさしみ、陶板焼き、地魚揚げ共８品おさしみ、陶板焼き、地魚揚げ共８品

国営ひたち海浜公園、阿字ケ浦海岸一望

7大特典
①個室宴会場2時間無料サービス

②宴会用小道具・衣装類、
　カラオケ無料貸し出し

③グラウンド・ゴルフ
　設置・会場料無料サービス

④飲み放題 2時間 1,600円（税込）

⑤宴会時お一人様お酒またはウーロン茶１本サービス
⑥観光バス送迎無料サービス
⑦近隣観光・名所ご案内付き

に変更するとき

写真は夕食時の料理です

3

平日、日曜から木曜日限定

電話予約に
限ります
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※当日出発は12：30頃です。
（翌日現地到着15：30頃です）
※当日出発は12：30頃です。
（翌日現地到着15：30頃です）
★酒列磯前神社まで徒歩１分
★国営ひたち海浜公園まで車で５分
★那珂湊おさかな市場まで車で８分

（15名様以上）

おさしみ、陶板焼き、地魚揚げ共８品おさしみ、陶板焼き、地魚揚げ共８品

国営ひたち海浜公園、阿字ケ浦海岸一望

7大特典
①個室宴会場2時間無料サービス

②宴会用小道具・衣装類、
　カラオケ無料貸し出し

③グラウンド・ゴルフ
　設置・会場料無料サービス

④飲み放題 2時間 1,600円（税込）

⑤宴会時お一人様お酒またはウーロン茶１本サービス
⑥観光バス送迎無料サービス
⑦近隣観光・名所ご案内付き

に変更するとき

写真は夕食時の料理です
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平日、日曜から木曜日限定

電話予約に
限ります



日光市連絡協議会　太田様

小山市　喜沢中部喜楽
会　伊澤様

那須烏山市　日野町いきいきクラブ　菱沼様

足利市　川崎町曙クラ
ブ　江原様

栃木市　箱森東部シニ
アクラブ　平賀様

芳賀町老連　市村様（左手前）

元気シニア
活躍応援情報

　令和６年３月18日に開催しました「元気シニア活躍推進モデ
ル事業・報告会」の様子をご紹介します。また、発表資料として
活動内容を紹介する“モデル事業助成金活用事例集”を作成しま
したので併せてご案内します。
　活動には絶好の季節となりました。楽しく元気に活動しま
しょう。

１ 元気シニア活躍推進モデル事業・報告会を行いました！

総評はトーク形式で行いました 130名の方にご来場いただきました

　シニアの魅力ある社会参加活動の普及と活躍の推進を目的に、とちぎ健康の森講堂に
て、「元気シニア活躍推進モデル事業・報告会」を開催しました。
　当日は、モデル事業の成果（直接的な良い結果）と効果（間接的な良い結果）を中心
に、シニアの社会参加活動に関する「最新の情報やノウハウ等」を、社会参加活動に関
する豊富な現場経験を有した８つのモデル事業の代表者様にご報告いただきました。
　８つの団体様が、それぞれの課題意識のもとで設定されたテーマについて、高齢者福

祉、地域交流、居場所づくり、食育、世代間交流、環境保全、健康づくり、防災など、定番の活動を考え直すもの、
最近話題となっているもの、これまであまり取り上げられなかったテーマに取り組んだものなど、多様性に満ちた
報告会となりました。
　ご多忙のところ、日頃から活動にご協力いただいている団体、企業、行政のみなさま、お越しいただきましたみ
なさまには、この場を借りてお礼申し上げます。
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㊊

真岡市　大谷福寿会　田邊様

栃木市　静寿会　小野
様

第172号 ⑿栃木県老連だより令和６年４月10日

詳しくは、「ぷらっと」ホームページをご覧ください。

https://www.senior-ouen-p.ne.jp

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAPAN 

TOCHIGI 

元気シニア活躍推進モデル事業 

-発表内容のまとめ- 

地域発の報告会 

 

令和６年３月 

２ 元気シニア活躍推進モデル事業・報告会資料を作成しました

　元気シニア活躍推進モデル事業・報告会に当たり、各団体の発表を聞きながらその要点をご覧いただき、報告会
が終わりましても発表の全体像を思いだしていただければとの思いから「発表内容のまとめ」と「モデル事業助成
金活用事例集」を作成しました。この二つを併せてご覧いただくことで、より鮮明に活動をイメージしていただけ
ればと思っております。
　事例集は、事業概要や活動に対する考え方、実働に向けた取り組み方を具体的に記載しており、今後、新たな活
動に取り組んでいこうと考えている方々にとって、類似の活動を行う場合の計画の立て方、推進する上で気を付け
るべき点などを参考にしていただければ幸いです。

令和４年度・５年度

モデル事業助成金活用事例集

令和６年３月

①申請団体名 ②分野
世代間交流
美化活動

③事業名称

芳賀町シニアクラブ連合会

復活！シニアと子どもの交流で『みんなが元気！』

④事業概要

【連合会で取組む＜途絶えていた世代間交流の復活＞と＜美化活動による地域貢献＞】

・町内３つの学童クラブ児童との輪投げ・グラウンドゴルフ・むかし遊びなどでの交流
・学童内の花壇づくりや学校周辺のカーブミラー清掃を通した地域社会の一助となる活動

⑤事業目的

【顔見知りになることでお互いに頼れる存在を地域に作る共生社会の実現】

・シニアクラブの社会貢献や子ども達との交流を軸に地域のつながりを深める
・子どもも高齢者も、みんなが安心して暮らせる大好きな地域にする

⑥事業目標

⑦事業の方向性

【世代間交流と美化活動で多世代間の互恵的関係性を復活させる活動】
※互恵的関係…お互いがお互いを尊重し必要とする関係

・子供たちは、一緒に遊び・学び、高齢者は、教えたり・教えられたりする
・子供達が地域で育っていく手助けをする
・高齢者の心身の健康維持向上にも取り組む

⑧事業の実行計画

下記①～⑥までの役割担当を決め、クラブ員で共有する。

【いつまでに・なにを・誰が・どのように】
①各学童クラブ毎に単位クラブを振分け、運営参加者を募集
②学童クラブと実施日程の調整（スケジュール、実施内容作成）
③単位クラブとの打ち合わせ実施
④グラウンドゴルフ、輪投げ、昔遊び等の役割分担
⑤花壇作り、カーブミラーの清掃の実施
⑥栃木テレビ、はがチャンネル、社協広報紙、町シニア連広報紙、真岡新聞等により
　活動内容発信

【定量目標】

・夏、冬、春やすみ期間中の世代間交流の開催回数（２回以上×３クラブ／年）

・学校周辺の美化活動、カーブミラー清掃（２回以上×３クラブ／年）

・地域への情報発信回数（４回以上／年）

【定性目標】（期待される効果）

・シニアクラブの社会貢献活動や子どもたちとの交流による地域とのつながり

16

⑪ここがポイント!

☆事業の開始時・展開時・深化時に行うこと☆

※芳賀町シニアクラブ連合会全体として町全域で取り組んでいる活動
　活動の町内拡散よりも、より深化・進化させていく方法を取っている

【開始時】
＜事前調整の実施＞
・各単位クラブ会長及び会員への周知及び理解を得ること
・学童児童クラブ（３クラブ）、小学校（３小学校）、町担当課への概要説明
・詳細な交流活動内容、担当するシニアクラブの決定（３地区に分ける）
・用具の調達（GG、花植え、カーブミラー清掃）
・カーブミラー清掃活動先進地調査（上三川町）
・現地調査（カーブミラー数、プランター設置場所等）

【展開時】
・会員の得意な事を活かして地域のために貢献できる場を用意すること
・子どもを対象とし地域の次世代育成に関われるという充実感を伝えること
・会員と関係機関に交流内容の説明をし、実施内容や日程の調整をすること

【深化時】
・美化活動で地域貢献及びシニアクラブをアピール
・地域の顔見知りを増やし「お互い様」の心を育む

-やってみて気づいたこと-
・知り合うこと
・つながること
・関わることで同じ空間を過ごすこと

⑨事業の成果
　　　と
　　 効果

⑩今後の展開・課題
    （Next Step）

【今後の展開】
・モデル事業終了後も、活動内容を整理し継続
・今後も交流する機会を作り“楽しく”関わることと、その機会を“継続”すること

【課題】
・この事業の目的、背景、目標等を説明し、合意形成と開始までは時間を要する
　会長には何度も説明を行ったり、会員には広報紙での事業の周知を行ったが、事業の
   活動意図を理解できず参加している会員には、ただ事業が増えて“負担”に感じてし
   まった

・周知を継続すること
　この活動から、シニアクラブをただの“お楽しみ会、愛好会”ではなく、奉仕活動や
   地域貢献も行っている団体であることのアピールが必要

【事業の成

【事業の効
・子どもたちも会員も家族や学校以外にも人間関係が広がった

・会員は学童の先生との会話で今の学校を知ることに繋がった

・交流会は会員の得意なことを披露する場となり、子ども達から元気がもらえた

・子どもたちと会員の相互が、地域への興味・関心を持つきっかけとなった

・会員が地域資源との関係性が持て、地域の防災・防犯意識の高揚に繋がった

・学童クラブの指導員へのアンケートで約６割の人が「子どもたちの変化」があったと回答
-子どもたちの変化について- -活動の実施について-

学童クラブ

指導員への

アンケート結果

(抜粋)
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モデル事業助成金活用事例集

事例集のまとめ ８団体の発表資料表紙

事例集の構成

⒀ 第172号 栃木県老連だより 令和６年４月10日
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２ 元気シニア活躍推進モデル事業・報告会資料を作成しました

　元気シニア活躍推進モデル事業・報告会に当たり、各団体の発表を聞きながらその要点をご覧いただき、報告会
が終わりましても発表の全体像を思いだしていただければとの思いから「発表内容のまとめ」と「モデル事業助成
金活用事例集」を作成しました。この二つを併せてご覧いただくことで、より鮮明に活動をイメージしていただけ
ればと思っております。
　事例集は、事業概要や活動に対する考え方、実働に向けた取り組み方を具体的に記載しており、今後、新たな活
動に取り組んでいこうと考えている方々にとって、類似の活動を行う場合の計画の立て方、推進する上で気を付け
るべき点などを参考にしていただければ幸いです。

令和４年度・５年度

モデル事業助成金活用事例集

令和６年３月

①申請団体名 ②分野
世代間交流
美化活動

③事業名称

芳賀町シニアクラブ連合会

復活！シニアと子どもの交流で『みんなが元気！』

④事業概要

【連合会で取組む＜途絶えていた世代間交流の復活＞と＜美化活動による地域貢献＞】

・町内３つの学童クラブ児童との輪投げ・グラウンドゴルフ・むかし遊びなどでの交流
・学童内の花壇づくりや学校周辺のカーブミラー清掃を通した地域社会の一助となる活動

⑤事業目的

【顔見知りになることでお互いに頼れる存在を地域に作る共生社会の実現】

・シニアクラブの社会貢献や子ども達との交流を軸に地域のつながりを深める
・子どもも高齢者も、みんなが安心して暮らせる大好きな地域にする

⑥事業目標

⑦事業の方向性

【世代間交流と美化活動で多世代間の互恵的関係性を復活させる活動】
※互恵的関係…お互いがお互いを尊重し必要とする関係

・子供たちは、一緒に遊び・学び、高齢者は、教えたり・教えられたりする
・子供達が地域で育っていく手助けをする
・高齢者の心身の健康維持向上にも取り組む

⑧事業の実行計画

下記①～⑥までの役割担当を決め、クラブ員で共有する。

【いつまでに・なにを・誰が・どのように】
①各学童クラブ毎に単位クラブを振分け、運営参加者を募集
②学童クラブと実施日程の調整（スケジュール、実施内容作成）
③単位クラブとの打ち合わせ実施
④グラウンドゴルフ、輪投げ、昔遊び等の役割分担
⑤花壇作り、カーブミラーの清掃の実施
⑥栃木テレビ、はがチャンネル、社協広報紙、町シニア連広報紙、真岡新聞等により
　活動内容発信

【定量目標】

・夏、冬、春やすみ期間中の世代間交流の開催回数（２回以上×３クラブ／年）

・学校周辺の美化活動、カーブミラー清掃（２回以上×３クラブ／年）

・地域への情報発信回数（４回以上／年）

【定性目標】（期待される効果）

・シニアクラブの社会貢献活動や子どもたちとの交流による地域とのつながり
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   まった

・周知を継続すること
　この活動から、シニアクラブをただの“お楽しみ会、愛好会”ではなく、奉仕活動や
   地域貢献も行っている団体であることのアピールが必要
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⒂ 第172号 栃木県老連だより 令和６年４月10日

◆令和６年度の主な行事（５月～７月）
5/ 8㈬　県老連第１回正副会長会議（県老連事務室）
5/30㈭　県老連第１回理事会（健康の森　大会議室）
6/ 6㈭　県老連定時評議員会（健康の森　大会議室）
6/11㈫　県老連女性部会（健康の森　大会議室）
　　　　県老連第２回正副会長会議（県老連事務室）
6/13㈭　市町老連会長・事務担当者研修会

（健康の森　大会議室）
　　　　単位老人クラブ新任会長・事務担当者研修会

（健康の森　多目的フロアA）
6/15㈯　社会奉仕の日（県民の日）
6/25㈫　県老連総務部会（県老連事務室）
6/26㈬･27㈭･7/3㈬　県老連ブロック別研修会 県央地区

（健康の森　多目的フロア）
6/27㈭～28㈮　関ブロリーダー研修会

(山梨県「フルーツパーク富士屋ホテル」)
7/ 5㈮･9㈫･11㈭　県老連ブロック別研修会 県南地区

（栃木市老人福祉センター「長寿園」）
7/10㈬　県老連広報部会（県老連事務室）
7/17㈬　県老連第３回正副会長会議（県老連事務室）
7/18㈭･19㈮･25㈭　県老連ブロック別研修会 県北地区

（県シルバー大学校北校）
7/23㈫　県老連女性リーダー研修会

（健康の森　多目的フロア）

◆販売品紹介
　輪投げ用具の値上げと販売方法が変更になりました

（令和５年８月１日～）
　用具は「イトーキマルイ工業㈱」より直送し、クロネコ
ヤマト便、代金引換でのお届けになります。
　輪投げ用具料金は下記のとおり（送料・代引き手数料・消費税込）
　・ケース付  16,900円　ケースなし  14,390円
　・輪（１組９個）5,600円　・台　10,900円
　・吸音マット　　6,000円
　輪、支柱、収納ケース等、小部品は、先にお振込いただ

編
集
後
記

お知らせコーナーお知らせコーナーお知らせコーナー
き、ご入金確認後郵送いたしますので、ご注文後、業者より
お電話いたします。（お振込手数料のご負担をお願いいたし
ます）
　輪投げ用具は令和３年10月からリニューアルされました。
　板面が青色に変更、本体が軽量化（角度や支柱、輪の仕様
は従来型と変更なし）されました。
　また、室内での騒音対策に「吸音マット」が新たに販売に
なり、「台」の単品販売も開始しました。
○会員章　１個　1,000円
○全老連創立60周年記念会員章　１個　1,000円
○シニア世代のみんなの歌集
　Ａ５判　122ページ　定価550円（税込・送料別）
　※県老連で注文を受け東京の業者から送付されます。

◆全老連発行教材のご案内（価格については変更の場合あり）
○老人クラブリーダー必携
　１冊 640円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○高齢者向け体力測定ハンドブック
　１冊 640円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○高齢者向け体力測定記録用手帳
　１冊 380円（送料込）／２冊以上 １8０円×冊数（送料別）
○健康ウォーキングハンドブック
　１冊 64０円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○健康ウォーキング手帳
　１冊 38０円（送料込）／２冊以上 １8０円×冊数（送料別）
○いきいきクラブ体操関連教材
　・DVD（映像）
　１枚 2,500円（送料込）／２枚以上 2,200円×枚数（送料別）
　・ＣＤ（音楽）
　１枚 1,050円（送料込）／２枚以上 850円×枚数（送料別）
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。
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。
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電　話： 028－621－4787／FAX：028－621－4767
メール： tochi-ikiiki@tochigirouren.or.jp　

※ご注文、お問い合わせは、県老連事務局あてに電話・
　ＦＡＸ又はメールでお願いします。

第172号 ⒁栃木県老連だより令和６年４月10日

新たな活動の情報等を知りたい方は
元気シニア活躍応援窓口にお出でください！

～元気シニア活躍応援窓口研修会～

■ 元気シニア活躍応援窓口は
　栃木県と協定を締結した市町老人クラブ連合会事務局に設置されており、身近な地域で社
会参加活動に意欲のあるシニアが、活動を始めるためのサポートを受けられる相談機関です。
現在、18の市町老人クラブ連合会事務局に設置されています。

【応援窓口設置18市町】
栃木市、佐野市、鹿沼市、日光市、小山市、真岡市、矢板市、那須塩原市、さくら市、
那須烏山市、下野市、市貝町、芳賀町、壬生町、野木町、塩谷町、高根沢町、那須町

●�栃木県老人クラブ連合会では、全市町老人クラブ連合会に応援窓口の設置を目指し、３月13日㈬元気
シニア活躍応援窓口研修会（オンライン方式）を開催しました。概要は次のとおりです。

【第１部　情報提供】
　事務局から、「ぷらっと」の業務紹介、主な相談事例紹介及び応援窓口の利用実績結果報告の説明を
行いました。
❖�利用実績結果から、利用者が応援窓口を知るきっかけとして、「市町広報誌、市町社協・老人クラブ
の情報誌」や「知人や家族からの勧め」が半数を占めています。今後の周知活動の方向性が確認でき
ました。

【第２部　ディスカッション】
　次の各議題について、参加者と情報交換を行いました。
〇議題：応援窓口設置に関する事例
❖�事務局を１人（直営）で担っていますが、応援窓口の必要性を感じ、町社協へ設置依頼し、開設に至
りました。
❖利用者の利便を図るため、応援窓口を市老連事務局本所と全ての支所に設置しました。
〇議題：事務処理体制における課題
❖協力体制も整っており、担当者１人でも負担を感じることはありませんでした。
❖�人事異動等により担当者が変わるので、できれば相談業務に対応できる特化した人員の配置が必要と
考えています。
〇議題：周知活動
❖�これからの周知は、例えばＳＮＳ、コミュニティラジオなどの発信媒体を使うとか、多く人が集まる
スーパーマーケット、病院などにチラシ・ポスターを配置していきたい。
❖家族向けの視点で周知チラシを作成していきたい。
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◆令和６年度の主な行事（５月～７月）
5/ 8㈬　県老連第１回正副会長会議（県老連事務室）
5/30㈭　県老連第１回理事会（健康の森　大会議室）
6/ 6㈭　県老連定時評議員会（健康の森　大会議室）
6/11㈫　県老連女性部会（健康の森　大会議室）
　　　　県老連第２回正副会長会議（県老連事務室）
6/13㈭　市町老連会長・事務担当者研修会

（健康の森　大会議室）
　　　　単位老人クラブ新任会長・事務担当者研修会

（健康の森　多目的フロアA）
6/15㈯　社会奉仕の日（県民の日）
6/25㈫　県老連総務部会（県老連事務室）
6/26㈬･27㈭･7/3㈬　県老連ブロック別研修会 県央地区

（健康の森　多目的フロア）
6/27㈭～28㈮　関ブロリーダー研修会

(山梨県「フルーツパーク富士屋ホテル」)
7/ 5㈮･9㈫･11㈭　県老連ブロック別研修会 県南地区

（栃木市老人福祉センター「長寿園」）
7/10㈬　県老連広報部会（県老連事務室）
7/17㈬　県老連第３回正副会長会議（県老連事務室）
7/18㈭･19㈮･25㈭　県老連ブロック別研修会 県北地区

（県シルバー大学校北校）
7/23㈫　県老連女性リーダー研修会

（健康の森　多目的フロア）

◆販売品紹介
　輪投げ用具の値上げと販売方法が変更になりました

（令和５年８月１日～）
　用具は「イトーキマルイ工業㈱」より直送し、クロネコ
ヤマト便、代金引換でのお届けになります。
　輪投げ用具料金は下記のとおり（送料・代引き手数料・消費税込）
　・ケース付  16,900円　ケースなし  14,390円
　・輪（１組９個）5,600円　・台　10,900円
　・吸音マット　　6,000円
　輪、支柱、収納ケース等、小部品は、先にお振込いただ

編
集
後
記

お知らせコーナーお知らせコーナーお知らせコーナー
き、ご入金確認後郵送いたしますので、ご注文後、業者より
お電話いたします。（お振込手数料のご負担をお願いいたし
ます）
　輪投げ用具は令和３年10月からリニューアルされました。
　板面が青色に変更、本体が軽量化（角度や支柱、輪の仕様
は従来型と変更なし）されました。
　また、室内での騒音対策に「吸音マット」が新たに販売に
なり、「台」の単品販売も開始しました。
○会員章　１個　1,000円
○全老連創立60周年記念会員章　１個　1,000円
○シニア世代のみんなの歌集
　Ａ５判　122ページ　定価550円（税込・送料別）
　※県老連で注文を受け東京の業者から送付されます。

◆全老連発行教材のご案内（価格については変更の場合あり）
○老人クラブリーダー必携
　１冊 640円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○高齢者向け体力測定ハンドブック
　１冊 640円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○高齢者向け体力測定記録用手帳
　１冊 380円（送料込）／２冊以上 １8０円×冊数（送料別）
○健康ウォーキングハンドブック
　１冊 64０円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○健康ウォーキング手帳
　１冊 38０円（送料込）／２冊以上 １8０円×冊数（送料別）
○いきいきクラブ体操関連教材
　・DVD（映像）
　１枚 2,500円（送料込）／２枚以上 2,200円×枚数（送料別）
　・ＣＤ（音楽）
　１枚 1,050円（送料込）／２枚以上 850円×枚数（送料別）
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電　話： 028－621－4787／FAX：028－621－4767
メール： tochi-ikiiki@tochigirouren.or.jp　

※ご注文、お問い合わせは、県老連事務局あてに電話・
　ＦＡＸ又はメールでお願いします。
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